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　 平成 22 年度公開教学講座「現代社会と天理教」（１）

／天理台湾学会第 20 回国際学術大会に参加して／

第 20 回国際宗教学宗教史会議世界大会／日本宗教

学会第 69 回学術大会／夏期特別講座「教学と現代

Ⅶ」の報告／コンゴ出張報告／新刊案内

行してもらって、ようやくこの夫婦が日本に帰
れるようになったのです。

あれから 45 年、あの夫婦がもしまだ生きて
おられたら 100 歳以上になります。今、日本
では、戸籍や住民登録に名前がありながら、所
在の分からないお年寄りが問題になっています
が、あの時もし彼らが日本に帰ろうと思わな
かったら、そしてあのややこしい手続きをしな
かったら、彼らも今ごろは消息不明の 100 歳以
上になっていたのではないだろうかと思ったり
します。

この夏露見した「消えた 100 歳問題」に対す
るマスコミの論調は、行政が怠慢、民生委員な
どの努力が足りない、などというものが多いの
ですが、個々のケースをすべて役所や福祉関係
者などが追跡できるほど、人々の人生模様は単
純なものではないと思います。

ニューヨークで密入国した男性が、日本の奥
さんとの生活を放棄した原因は、もしかすれば、
奥さんの方にあったのかも知れません。しかし、
30 年も無音でほっておかれた心の傷も、とても
大きなものだったことでしょう。彼女が離婚届
にすぐ印を押してくれたのも、もう関わりたく
ないという思いだったのだと思います。

所在不明の高齢者についての行政サイドか
らの所在確認に対して、肉親と思われる人たち
からでも「知らない」とか、「関わりたくない」
という答が返ってくる。冷たい肉親だと批判す
るのは容易ですが、彼らが一方的な加害者だと
は必ずしもいえないと思います。

いずれにしても、孤独な老後になるか否かは、
その人の人生の軌跡によって決まることは確か
です。若い頃に気随気ままな人生を送っていな
がら、老後に皆に大切にされるということはあ
りません。また、歳をとるにしたがって頑迷固
陋の度を深める老人が、まわりの人々に慕われ
ることもありません。
「感謝・慎み・たすけあい」の本教の教えを

早く世界に弘めて、人皆が、「人をたすけて我
が身たすかる」心になり、孤独な老後を送る人
がなくなるようにすることが、我々に課せられ
た只今の大事な責務だと思います。

教祖 80 年祭の前年、ロサンゼルスから飛行
機を一機チャーターして、団参をしたことがあ
ります。日本文化鑑賞会という名のもとに、広
く一般の人を会員に募っておぢば・日本に帰っ
たのですが、その中の一人にこんな人がありま
した。

その人は日本人男性で当時は 60 歳位でした
が、それ以前 30 年くらい前に、船員として乗
り込んでいた船がニューヨークの港に着いた時
に、海に飛び込んで密入国をし、そのままアメ
リカに住み着いたというのです。その後、日本
の身内とは一切連絡をせず、アメリカで永住権
を取得し、結婚もして今日に至っている。けれ
ども、だんだん歳もとってきたので、一度夫婦
で故郷に帰りたいと思うようになった。それで、
値段の安いこの旅行会に参加したいのだが、実
は、日本のパスポートを密入国した時に失くし
てしまって持っていないというのです。

それで、彼の願いを叶えるために領事館に出
向いて問い合わせたところ、彼の密出入国につ
いては時効でお咎めなし、パスポートも再発行
してくれることになったのですが、奥さんのパ
スポートの方が問題だと指摘されました。彼と
奥さんとは、アメリカでは結婚届けを出してい
るけれども、日本の役所に届けていない。した
がって、彼女のパスポートの苗字が旧姓のまま
で、アメリカの永住権・グリーンカード上の名
前と一致していない。したがって、そのパスポー
トでは、日本からアメリカに戻る時に再入国が
できないというのです。

それで、彼女のパスポートの名前を婚姻後の
ものに変えるべく、日本から戸籍謄本を取り寄
せたのですが、なんと、ご主人の謄本には、彼
が日本にいた時に結婚していた別の奥さんの名
前がまだ残っていたのです。（端的に言えば重
婚なのですが、日米双方で別々に婚姻届が出さ
れれば、誰も確認のしようがないのです。）

それで、まず彼と日本の奥さんとの離婚手続
きをして、次にアメリカでの奥さんとの婚姻届
を出して、そして、その結婚の事実の記載があ
る謄本をまた日本から取り寄せて、領事館でグ
リーンカードと同じ名前でのパスポートを再発
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